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１ 募集結果 

募集期間 令和元年１０月１６日（水）～ 令和元年１１月１４日（木） 

意見等提出者数 ６人 

提出件数 

（提出方法内訳） 

１２件 

（郵便 ０通、FAX ０通、E-mail ０通、直接持参 ６通） 

意見等の反映状況 

Ａ 意見等を計画等に反映するもの・・・・・・・・・・・ ０件 

Ｂ 意見等が既に反映されているもの・・・・・・・・・・ ４件 

Ｃ 意見等を今後の参考とするもの・・・・・・・・・・・ ５件 

Ｄ 意見等を反映する見込みのないもの・・・・・・・・・ ３件 

 

※なお、意見等件数のうち、パブリックコメントの対象とならない意見が１件寄せられました。頂きま

したご意見につきましては、今後の参考意見とさせていただきます。 

 

２ 意見等の分類 

項    目 件  数 

（１）「４.(2)公立としての就学前教育・保育施設のあり方 

   ①公立保育所のあり方」に関する意見等 
５件 

（２）「４.(2)公立としての就学前教育・保育施設のあり方 

   ②公立幼稚園のあり方」に関する意見等 
３件 

（３）「４.(3)就学前教育・保育施設等の連携と小学校への円滑な接続

に向けた取組」に関する意見等 
２件 

（４）「４.(4) 就学前教育・保育の人材不足に対する取組」に関する

意見等 
１件 

（５）その他の意見等 １件 

 

「鳴門市就学前教育・保育のあり方に 

関する基本方針素案」について 

意見募集に対する結果公表 

 



 

 

（様式７－②） 

３ 意見等と市の考え方 

（１）「４.(2)公立としての就学前教育・保育施設のあり方①公立保育所のあり方」に関する 

意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 

新耐震基準に適合しておらず、老朽化

もしている公立保育所の新施設整備に

ついては、素早い対応をしてもらいた

い。 

本市の今後の就学前教育・保育のあ

り方を考えるうえで、公立保育所の

抱える課題の解消は重要かつ喫緊の

取組課題です。基本方針では、平成

３１年４月に策定した「鳴門市公立

保育所再編計画」に基づき、関係機

関と連携を図り、保護者や地域の

方々にきめ細やかな説明や対応を行

い、理解を得たうえで、速やかな公

立保育所の再編に取り組むこととし

ています。 

B 

２ 

開設予定地など、新施設開設に関する

ことは決定次第、すぐに保護者に知ら

せてほしい。 

３ 

新施設建設には、災害発生時の避難場

所の確保など、設計段階から多くの情

報収集をしたうえで着手してもらいた

い。 

ご提案の趣旨及び具体策について

は、新施設整備を進めるうえで参考

とさせていただきます。 

C 

４ 

公立保育所に期待と信頼を持っている

人は多い。保育士不足で預けられない

ということがないよう、新公立保育所

開設に向けて保育士確保に努めてもら

いたい。 

平成３１年４月に策定した「鳴門市

公立保育所再編計画」では、公立保

育所を１箇所に集約することで、保

育士の確保を図り、安定した保育の

供給を図ることとしています。この

ことに加え、基本方針では、保育士

等の処遇改善や就業継続支援、次世

代を担う人材の育成など、保育士等

が誇りとやりがいを持って働き続け

られる職場づくりに取り組むこと

で、保育士等の確保に繋がると考え

ています。 

B 

５ 

公立保育所を集約することにより、保

育士の確保を図ることには賛成であ

る。育休明け等の理由により年度途中

の入所希望者が増えることで、それに

対応できる保育士がますます必要にな

ると思うし、小学校まで保育所に通わ

せたい家庭も多くなると思う。 

基本方針では、速やかな公立保育所

の再編に取り組み、保育士の確保を

図るとともに、就学前教育・保育の

質の向上を担うための研修機能を備

えた施設整備の推進など、保育士等

が誇りとやりがいを持って働き続け

られる職場づくりに取り組むこと

で、市全体の保育士等の人材確保に

繋がると考えています。また、モデ

ルカリキュラムを作成・共有するこ

とで、保育所・幼稚園・認定こども

園といった施設形態によらず、すべ

ての就学前教育・保育施設から小学

校へのより円滑な接続を図り、多様

化するニーズに対応していくことと

しています。 

B 



 

 

（２）「４.(2)公立としての就学前教育・保育施設のあり方②公立幼稚園のあり方」に関する 

意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 

小学校に隣接している幼稚園をこども

園へ移行すれば、保・幼と小学校の連

携、集約が一度にできるのではないか。 

基本方針では、今後の公立幼稚園に

ついて、本市の将来を見据えた持続

可能なあり方を検討し、再編計画の

策定を進めることとしています。 

現在、鳴門市教育振興計画審議会に

おいて、公立幼稚園のあり方につい

て具体的な方針を定めるための審議

がなされておりますので、ご提案の

内容については、再編計画策定過程

で参考とさせていただき、基本方針

への具体的な反映は控えさせていた

だきます。 

D 

２ 

市内まんべんなく園を配置する。特に

大麻町南部は、藍住・北島に隣接し利

便性がいいので、保･幼・小を残すため、

堀江北幼と堀江南幼を合併し、堀江南

こども園にするなど、子育て世帯誘致

の政策をすべきでは。 

３ 

公立幼稚園の再編内容によっては、住

所地とは違う通学区域の幼稚園に通園

したいという要望がでてきて、その要

望に応える必要があると思われる。基

本方針の「公立幼稚園のあり方」中、

「公立幼稚園としての役割」に『通学

区域の弾力的運用』についての文言の

加筆を望む。 

 

 

（３）「４.(3)就学前教育・保育施設等の連携と小学校への円滑な接続に向けた取組」に関する 

意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 

現在、幼・小の連携は密だが、保育所・

認定こども園と小学校の連携はそうで

はないと感じる。保護者が安心して子

どもを小学校に入学できるよう、入学

する小学校への体験入学を行うなど、

通学区域がない保育所・認定こども園

（再編後の幼稚園も含む）と小学校と

の円滑な接続に向けた取組について、

もう少し加筆されることを望む。 

基本方針では、就学前教育・保育施

設と小学校との連携について、現在

本市で実施している「幼小中一貫教

育」や「鳴門市学園都市化構想によ

る保幼小連携推進等」の事業につい

て、取組の推進や成果の検証を行い、

学校の特色や地域性に応じた事業の

拡大に取り組むこととしています。

また、モデルカリキュラムを作成し、

「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」を就学前教育・保育施設と小

学校が共有することにより、施設

間・保育者間の連携だけでなく、施

設と小学校との円滑な接続が図られ

ると考えております。 

ご提案の趣旨については、これら事

業の推進やモデルカリキュラムの作

成を進めるうえで、今後の参考とさ

せていただきます。 

C 

 

 

 

 

 



 

 

２ 

モデルカリキュラムの作成については

有名無実にならないよう、『モデルカ

リキュラムを活用・実践した結果をホ

ームページ等へ公表する』といった内

容の文言を加筆されることを望む。 

基本方針では、モデルカリキュラム

について、就学前教育・保育の関係

者において検討するとともに学識経

験者や就学前教育・保育施設関係者

等からも意見をいただきながら作成

を進めることとしています。 

作成したモデルカリキュラムについ

ては、市公式ウェブサイト等への公

表を予定しており、ご提案の趣旨に

ついては、今後のモデルカリキュラ

ムの作成段階において、具体的な実

践や検証方法を考えるうえで、参考

とさせていただきます。 

C 

 

 

（４）「４.(4) 就学前教育・保育の人材不足に対する取組」に関する意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 

保育士等の人材不足に陥った原因は何

かもっと考えるべき。臨時職員を正規

職員にする、無資格者でも子育て経験

者なら雑用・手伝いができる即戦力と

して採用するなどすれば、人員不足も

少しはましにならないか。 

基本方針では、保育士等が働きやす

い職場環境・労働環境の整備に努め

ることで保育士等の確保を図ってい

くこととしています。 

ご提案の具体策については、人材確

保の具体的な取組や事業を行ううえ

で、就学前教育・保育現場の意見聴

取に努めるなど、今後の参考とさせ

ていただきます。 

C 

 

 

（５）その他の意見等と市の考え 

No 意見等の概要 市の考え 反映 

１ 

少子化・人員不足が問題になっている

のであれば、もっと地域に助けを求め、

地域と協力すべき。 

本市では、平成２８年度に策定した

「鳴門市教育大綱」において、「とも

に学び 育ち合う 共育（きょういく）

のまち鳴門」を基本理念とし、「まち

ぐるみ」で取り組む教育の推進に取

り組んでいます。 

ご意見は、本市の就学前教育・保育

の一層の充実を図るうえで、重要な

視点であると認識しており、今後も

地域と連携・協働して、子どもの最

善の利益を第一に考えた、より質の

高い就学前教育・保育の提供に努め

てまいります。 

C 

 

 

 


